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　The 　Japanese　crude 　drug
‘‘lkarisou−koバ has　been　used 　as　a　f｛）lk　remedy 　f｛）r　hemiplegia，

amnesia ，　hyposexuality，θκ ．　 It　is　said　to　be　the　underground 　parts　 of 　Epimedium 　p王ants 　of

the ねmily 　Berberidaceae，　 In　this　paper ，　studies 　are 　made 　for　the　identification　of 　the　botanica】
origin　of

‘‘
Ikarisou−kon ”samples 　 obtained 廿om 　Kobe ，　Osaka　and 　Niigata　markets ，　 Then，

the　rhizomes 　 of 　five　species　and 　five　varieties　of 　the　genus 耳pimet加 m 　are 　also　studied 　anatom −

ical艮y．　 The　result　shows 　that　the　botanical　 orlgin 　 of
“Ikarisou−kon ”from 　Kobe 　and 　Osak 乱

markets 　is瓦 8 厂翩 ゴifiorum 　var ．　 thunbe 厂gian” m 　 and 　that　frorn　Niigata　market 　is　E ．　sem ρervirens

vaL 　hyρoglaueum 　produced 　in　Nilgata　pref．

　Keywords − lkarisou−kon； Epimedium 　8 厂砌 鋤 r己槻 　var ．，hunbergian〃用 ； El　 sempervirens

var．　 hypoglauc〃 刀 ；石」 sempe 厂y’rens ； Berber正daceae ； pharmacognostical　study ； Japanese　fb王k
medicine ；botanical　origin ；plant　anatomy

　 「イ カ リ ソ ウ根」は 中風 に よ る半身不随
3

・4 ）

や 健忘症
3）

の 治療薬，強精
3》，強壮

5 ・6｝，強心薬
7） と して 用 い られ るわ が

国 の 民 間 薬 で あ る．こ の もの の 基源 は 東 ら
4）

に よれ ば，メ ギ 科の Epimedizam　grandtlerum 　var ．　thunbergianum イ カ

リ ソ ウ の 地下部で ある とされ ， 他 に E．sempervirens トキ ワ イ カ リ ソ ウ お よ び E．　diphyllum パ イ カ イ カ リソ ウ も用 い

る とされ て い るが，そ の 確証 は な され て い な い ．同属植物 の 全 草 ま た は 葉は 漢薬 「淫羊蕾 」
S） と して ，中国，韓国お

よ び 日本 な どで 用 い られ ，地 下 部 の み か らな る生 薬 は 中 国で は 「淫羊霍根 」
8 ）

，日 本で は 「イ カ リ ソ ウ根 」 の 名称 で 用

い られ て い る．「淫羊霍」 に つ い て は 藤 田 ら
9），宗定 ら

10］h：全草を，松隈
1P が地上部をそれ ぞ れ 日本産 の Epimedium

属植物数種 お よび 中国産 の E ．　sa8ittatum ホ ザ キ ノ イ カ リ ソ ウ と比較 し て，生薬学的 に 検討 し て い る．藤田お よび宗

定 は 根茎 の 内部形態 を も報告 し て い る が，そ れだ けで は 地下部の み か らな る 市場 品の 原植物を 明 らか に する に は 不十

分であ り，ま た材料中 に E ．5θ摺 ρ6厂卿 ε〃∫ カミ含ま れ て い な い こ とか ら ， 「イ カ リ ソ ウ根 」 の 原植物を解明す るた め に は

応用 で きな い ．そ こ で ， 民 間薬 「イ カ リ ソ ウ 根」 の 原植物を明 らか に す る 目的 で ，日本産 Epimedium 属植物 5 種 5

変種
12）

の 地下部 と比較組織学的 に 検討 し た．その 結果，各種 は根茎 に お い て ， コ ル ク 層の 細胞 層数 ，
コ ル ク細胞 の 形

態，皮層中の 厚膜細胞 の 有無，繊維束 の 有無 とそれを構成す る 繊維の 数，根茎 の 径 に 対す る木部の 長 さの 割合，道管

の 径お よ び 髄 の 細 胞 の 径 な どの 内 部形 態的 特 徴 に よ り判 別 可能とな っ た．こ れ に 基 づ い て市場品を 検討 した とこ ろ，

神 戸 お よ び大阪市場品 は E．　grandWor ”m 　 var ．　 thitnbergianum
， 新潟市場品 は 新潟県 に 産す る E ．　sempervirens 　var ．

hyρoglaucum ウ ラ ジ 卩 イ カ リ ソ ウ の それぞれ根茎 に 由来す る こ とが 明 らか に な っ た ．

（109）

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



The Japanese Society of Pharmacognosy

NII-Electronic Library Service

The 　Japanese 　Sooiety 　of 　Pharmaoognosy

実　験　の 　部

　 L 　 実験材料

　 1．　 生薬材料

　i） 神戸市場 晶 ： 長野県産，中井広進堂 か ら1965年 12月24口 に 入手 （富 山 医 科薬科大学和漢薬研究所民族薬物資料

館所蔵生薬標本，No ．4195 ； 以下同様）．

　ii） 大阪市場品 ：長 野県産，栃本 天 海堂，1988年 2 月 12日 （No ．9正79）

　iii） 新 潟 市 揚 品 ： ウ チ ダ和漢薬，1988年 9 月 19日 （No ．10036 ）

　2．　比較植物 （同 定 は 金沢大学理学部清水建美教授に よ る，無印ば 富 山 医 科薬科 大学和漢薬研究所民族薬物資料館

　　　〔TMPW 〕，＊
は 頌栄短期大学 〔SHO 〕 の 所 蔵 標 本 ）（Fig．1）

　i） E ・　grandiVorum 　MoRR ．　 var ．　th“nbergianum （MIQ．）NAKAI イ カ リ ソ ウ ： 長野県 ヒ高井郡高「［」村，　 M ．　Iwai　114

＆ 160； 同 ， 諏訪郡富士 見 町，S．　Tsukamoto 　43．神奈川県丹沢 ヤ ビ ツ峠，　 K ．　Akimoto 　36．東京都西多摩郡奥多摩町 ，

S・　Yamaji　3； 同，日野市 百 草園，　 M ．　lguchi　4，埼玉 県大 宮市 大和田町 ，
　 Y ．　Arai　19； 同 ， 比企 郡嵐山町，　 T ．　Taka −

mine 　ll．

　ii） E ・　grandi）70rum　MoRR ．　yar．　grandtveorum ヤ チ マ タ イ カ リ ソ ウ ： 徳 島県那賀郡木頭村高の 瀬峡，　 M ，　Iwai＆ K ．

Murakami 　304＆ 305．

　iii） E ．　 grandiY70rum　 MoRR ．　 var ．　 coelestre （NAKAI） T．　 S田 Mlzu ク モ ィ ィ カ リ ソ ウ ： 群馬県利根郡至 仏 山，　 K ．

Murakami　s，n ．（Jul，12，1970）．

　 iv） E．　granditr70ritm　 MoRR ．　var ．　higoense　 T ．　S 田 Mlzu ヒ ゴ イ カ リ ソ ウ ： 熊本 県 阿 蘇郡 高森 町 清 栄 山，　 M ．　Iwai　58

＆ 59； 同，八 代郡泉村，N ．　Kurosaki　7353．＊

　 v ） E ・　diphy”um （MoRR ．　et 　DEcNE ．）LoDD ．バ イ カ イ カ リ ソ ウ ： 熊 本 県 阿蘇郡二 重 峠 ，
　 M ，　Iwai　54〜56．

　vi） E．　setosum 　KolDz．オ オ パ イ カ イ カ リソ ウ ； 岡 山 県 阿哲郡哲多町井原無明谷，　 M ．　lwai　334〜336．

　 vii） E ・cremeum 　NAKAI キノ“
’
ナ イ カ リ ソ ウ ： 富山県中新川郡立山町千寿原 ，

　 N ．　Kurosaki 　8307”
； 同，滑川市東福

寺野，M ．　Iwai　44，45，50，79．山形県山形市山寺，　 N ，　Kurosak正1032工
＊．

　viii） E．　sempervirens 　NAKAI　var ．　sempervirens ト キ ワ イ カ リ ソ ウ ； 島根県美濃郡匹見町 道川，　 M ．　Iwai　164 ＆ 165；

同，能義郡伯太町 西 母里伯太永昌禅寺，M ・　lwai　201 ＆ 202．鳥取県 日野郡 日南町下阿 昆縁 ，
　 M ．　Iwai　172 ＆ 173； 同，

気高郡鹿野 町 出百 姓，M ・Iwai　174＆ 176； 同，岩美郡岩美町東浜，　 M ．　lwai　 178 ＆ 179．兵庫 県 美方郡 浜 坂 町 宇 都 野，

M ，Iwai　180 ＆ 181； 同 ， 城 崎 郡香 住 町長井，　 M ．　Iwai　 l83，185，186，326； 同，豊 岡 市 瀬戸式内海神社，　 M ．　 Iwai　 l90

＆ 191； 同，出石郡出石町総持寺．M ・Iwai　192＆ 327・京都府中郡大宮田∫谷内，　 M ．　Twai　194 ＆ 195； 同，加佐郡大

江町 仏性寺，M ・Iwai　l97 ＆ 198； 同，舞鶴市松屠松尾寺，　 M ・Iwai　199 ＆ 200．福 井 県 三 方 郡 三 方 町倉 見 倉見峠，　 M ．

Iwai　211 ＆ 212，

　ix） E ．　seTnpervirens 　NAKAI 　var ．　hyρoglaucum （MAKINo ）OHwI ウ ラ ジ P イ カ リ ソ ウ ： 福井県坂井郡丸岡 町 大 内峠，
M ．Iwai　311．石 川 県加賀市山代町山代温泉，　 M ・Iwai　309 ＆ 310； 同，能美郡辰 口 町 宮竹 日吉神社，　 M 。夏wai 　223〜

225； 同，金沢市別所町 黒壁，M ・Iwai　363〜365； 同，羽 咋市 酒 井 日吉神社 ，
　 M ．　Iwai　231； 同 ， 鳳至 郡穴水町曽山，

M ．Iwai　235 ＆ 238； 同，能都町 矢波，　 M ．　lwai　358 ＆ 359； 同，能都町長坂，　 M ．　lwai　243，244，255．富山県氷見市

中 波火 神 社，M ・　lwai　206 ＆ 209； 同，砺波市頼城県民 公園，　 M ．　Iwai　 1，2，23，29，新潟県 西 頸城郡青海町 高畑，
　 M ．

工wal 　367〜373； 同 ， 糸魚川市 西海，
　 M ・Iwai　377； 同，刈羽郡 西 山田1，　 M ．　Iwai　280 ＆ 281； 同， 小千 谷 市 ，

　 M ．　lwai

283 ＆ 284； 同，古志郡 山 古志村，M ．　Iwai　299 ＆ 300．

　 x） E ．　sempervirens 　NAKAI 　var ．　muttifolioiatttm （KolDz ，）T ．　SHIMIzu ソ ハ ヤ キ イ カ リ ソ ウ ； 奈良県御所市金剛 山，
N ．Kurosaki 　6000，＊

　II．　地下部 の
一

般的形態と観察部位

　1． 外部形態

　Epimedium 属植物は 多年生 で毎年秋季 に 翌年 の 茎 の 新芽を土中に 形成 し，やや横走 し た の ち，翌春季 に か け て 直

立 して 新 しい 茎 に な る 15）．した が っ て ，根茎 は 直立す る 部位 （直立部と称す る ）と横走する部位 （横走部 と称す る）

が 交互 に 連続す る。直立部 の うち横走す る根茎 が 出 る部位 は わずか に 膨大 し，こ の 部位付近 か ら径 ユ皿 m 以下 の 根が

多数 出 る．横走部 の 長 さ は 種 に よ り特 徴 的 で あ る が，土 壌環境 に よ っ て も異 な る，根 茎 は 質が や や 硬 く，破切 し に く

い ．年 を 経た根茎 で は 皮部が剥離す る こ と があ り，また 破 切 し や す く，根 も通常痕跡 の み が残 る．外面 の 色 は 茶褐

（llO）
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一．ノ

　　　　　　　 Flg．工．　Stations　aDd 　Ranges　of 　Epimed加 n 　spp ．

Examined 　marks 　indicate　stations − ● ： E ，　g厂andiVrorum 　var ．’hunbe厂gianum ； ○ ：

且 8 厂硼 聯 ・r嫺 vaL 　 hig・ ense ； ◆ ： 且 ゆ 姻 伽 ； △ ： E・cremeum ； △ ： E ・

sem ρervirens　var ．　sem ρervirens ； ■ ： 五L　senlpervirens 　var ・ん♪そρogiaueum （type　A ）3 口 ：

E，sempervi 厂θπ∫ var ．ん乃noglaucum （type　B）； ★： other 　species ・

Arabic　numerals 　indicate　ranges14 ・17・19・20 ）一   E ，　grandtVror翩 var ．置加 ηわergian 擱 ；

  ： E ．　grandi”oru 班 var ．　grandWort 〃 n ；   ： E．　granゴPtorum　 var ・CO θ’estre ；   ： E ・

grandPtorum 　var ．　kigoense；   ： E ，ゆ 勿 ’1翩 ；   ： E ．・setosum ；   ： E ・‘尸8耀 配〃 Z；   ：

且 sempe 所 rens 　var ．　 sempervirens ；   ： E ．　 sempe 厂ツかens　var ．乃〃 oglaucu 〃露；   且

sempe 厂卿 ens・var ．　 multifoliolatum ．

色 〜 黒 褐色，味 は 淡 白 で あ る が，や や 苦味が 残 る．臭気 は ほ とん どない ．比較植物各種の 形態で は，地下部の 形態 に

加えて ，種 の 同定上 重要 な地 上部の 外形 に つ い て も記載す る．

　2． 観察部位

　E ・　sempervirens トキ ワ イ カ リ ソ ウの 根 茎 の ，直 立 部 と横走部 の それ ぞれ に つ い て，採集年 に 生 じた 若 い 直立部 ま

た は 隣接 の 横走部か ら，それ以前 に 生 じた 古 い 直立 部 ま た は横走部へ と順番 に，年 を遡 っ て 連続的 に 横切面を観察 し

た．そ の 結果，横走部 の 内部形態 は採集前年 か ら生 じた 若 い 部位を除けば い ずれ の もの も同様 で あ っ た．ま た繊維束

を構成す る繊維 の 数， 道管の 径と長 さ，根茎 の 半径 に 対す る木 部 の 長 さ の 比率 （L。ytR 　％ と略称す る）などは い ずれ

の 直立部よ り高い 値を 示 した．そ こ で 各種 の 根茎 の 比較部位を 採集前年秋以前 に 生 じた 横走 部 と し た ．根 の 内部形態

は 部位 に よ り大きく変化 し な い こ とか ら，基部か ら 5mm 離れ た 部位を 観察 し た．

　3・　 内部形態

　根茎の 横切面 は類円形．周皮が表皮 下 第 2 〜4層 目の 皮 層中 に 形成 され ， その 外側が 通常脱 落 す る た め，最 外 層 は

周皮 か らな る．周 皮 は コ ル ク 層お よ び コ ル ク皮層が明瞭， コ ル ク 層 は 4 〜10細胞層 で，層数 に 種問差 が あ る．種 に よ

り最内の 1〜2細胞層 の 細胞がU 字型 に 肥厚す る．皮層 は 10〜15層の 柔細胞層で ，類 円形 ま た は 接線方向 に 長い 長円

形 の 細胞 か らな り，種 に よ り厚膜細胞 が散在す る．維管束は 並 立 型で ，放射方向に 長 い 長楕円形を 呈 し ，通常約20個

が環状に 配列す る．師部の 外側 に 繊 維 束 が認 め られ る 種があ り， 1繊維束あた りの 繊維の 数 は 種 に よ り異 な る．維管

束 内形成層 は 明瞭．木部 は 放射方向に 長 く，LxyfR　％　IX， 通常50％前後で あ る が，中 に は 低 い 値を 示す種もあ る．木

部 は 道管とわ ず か な 仮道管，木部繊維 か らな る．道管は ほ とん どが単穿孔の 階紋道管 で ， 大ぎさ に種間差が認め られ

る．木部放射組織は 5〜16細胞列 で 厚膜木化す る 細胞か らな る．髄 は 多角 形〜類 円形 の 厚膜木化す る 細胞か ら な り，

細胞の 大 きさ に 種間差 が あ る．細胞 内含有物と し て ，黄色〜褐色 また は 黒褐 色 で ，
フ ロ ロ グル シ ン ア ル コ

ール 試液 と

塩酸で 赤染 され る樹脂様物質が 髄 お よ び放射組織 の 細 胞 中 に 認め られ，ま れ に 原生木部 ま た は 放射組織近 くの 道管中

に も存在す る．ま た単お よ び複 で ん ぶ ん 粒 が 皮層 お よび髄中に多数認め られ，通常径 5〜13 μ皿 の 単粒榔 よ び 2〜6

（111）
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個か らな る複粒で あるが，2μm 以下 の 細粒 で あ る こ と もあ る，

　根 の 横切面 は 類 円形．最外層は 表皮 で ，表皮細胞 は 外壁を除 く細胞壁 が肥厚して U 字形を呈 し，木化する．表皮下

は 2〜4 層 の 柔細胞層．内皮 が 明瞭 で ，内皮細胞は
一

次壁 の み か らな り，壁 全 体 が コ ル ク化する．中心 柱 は 楕円形。
内鞘は 1 〜 2 細胞 層．繊 管束 は 通 常 三 原型．道管 は 単穿孔の 階紋道管 お よび らせ ん 紋道管か らな る．根 の 内部形態 に

は 種間差が 認 め られなか っ た こ とか ら ， 各種 に お い て は根茎 の 内部形態 の みを記載す る．

　 IIL　 比較植物の形態

　1．　E．grandiJYorum　var．　thunbergianum イ カ リソ ウ

　花 は紅紫色〜淡紅紫色 で ，花弁 に 距がある．葉 は 夏緑 で ，下面 に 開出 す る微毛 が あ る．

　
i） 外部形態 ：根茎 は 直立部 が や や こ ぶ 状 を 呈す る か あるい は 全体 に 棒状，横走部 は 短い か ま た は やや不 明瞭で ，

径 は 4．5〜7．6   通 黻 部 が 残存す る．

　
ii） 内部形態 （Fi9．2−B，　c1，2）： 最外層 は 4 〜8 細胞層の コ ル ク 層 で，内 側 の 1 〜2細胞層の 細胞が U 字肥厚す る．

肥厚 し た コ ル ク細胞 は接線方 向径 55〜65 μm ．皮層中に 厚膜細胞 が 認 め ら れ ず ， また 師部の 外側 に 繊維束が な い．
L ・ v！R ％ は 46〜55％・道管 は径 25〜35・ym ， 長 さ 225〜260μm ．木音職 纈 羅 16〜22 μm ，長 k．　 410〜480 鱗 髄
の 柔細胞 は 径 80〜98 μm ，長 さ 180〜250 μm ．

　2． E ・grandijiorum 　var ．　g雌 露躍解 σ剏 那 ヤチ マ タ イ カ リソ ウ

　花 は 白色で
， 花弁 に 距 が あ る．葉は 両 面 と もに 無毛，
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　　　　Fig．3．　 Diag 瓰 ms 　of 　Transections　of 　Rhizomes　of 　Epimedium　spp ．

A ： E，grandi”orum 　 var ．　 grand ヴ？orum ，　B ： 瓦 8 厂αηゴヴ70rum　 var ．　 coelestre ，　 C ： 瓦

grandiflorum　var 。ん’80θ月 58
，
　D ：E ．　d励 ア〃〃 η

，
　E ；且 setosum

，
　F ： E ，　 cremeum

，
　G ： E

sempervirens 　var ．　sempervirens ，　H ：E ．　sempe 〃 かens 　var ．幻rpogta” cu アη （type 　A ）」 ：瓦

sempervirens 　var ．　 mu ’tifoliO’鯢 溺 ．

　」） 外部形態 ； 根茎 は イ カ リ ソ ウに 似 るが ， 皮部が もろ く剥離し や すい．横走部の 径は 3．8〜4．4mm で ，イ カ リ

ソ ウ に 比べ て 細 い．

　ii） 内部形態 （Figs，3−A ；4−A ）： イ カ リソ ウ に似 る が ， 師部の 外側 に繊維束 が 認め られ る こ とで 区別 され る．繊維

束は 大 ぎな もの で は 20個以上 の 繊維か らな る．コ ル ク 層は 5 〜 7 細胞層．髄の 細胞 は 小型 で 径は 52〜60μm ．

　3・ E ・grandiVlerum　 var ・ceelestre クモ イイカ リソ ウ

　花 は淡黄色で ，花弁 に 距が あ る．葉 は 鋸歯が ほ とん どない ．

　i） 外部形態 ： 根茎 は 直立部 が短 く，全体 に やや小型の 棒状．横走部 の 径 は 3．9〜4．2mm ．皮部 が や や剥離しや す

い ．

　ii） 内部形態 （Figs．3−B ；4−B）： ヤ チ マ タ イ カ リ ソ ウ に 似 る が，コ ル ク層 の 細胞層数 が 8〜12層 と多 く， ま た繊維

束 は 4 個以下の 繊維 か らな る こ とで 区 別 され る．

　4．　E ．　grandiJYerum 　var ．　higeense ヒ ゴイカリソ ウ

　花 は 白色で ，花弁 に 距が ある．葉の 上 面 に 開出す る微毛があ る．

　i） 外部形態 ：根茎 の 横走部 の 径 は 3．9〜48mm ．

　ij） 内部形態 （Figs，3−C ；4−C）： コ ル ク 層 は 3〜6 細胞層，前 の 3 種 に 認 め られ る U 字肥厚す る コ ル ク細胞 は な い．

師部 の 外側 に 繊維朿が認め られ ，1繊維束を構成す る繊維の 数 は 4個以下．LxytR％は32〜35％で 他種 に 比べ て低 い

値で あ る．

　5．　E ・diphyliumバ イカイカ リソウ

　花 は 白色 ， 花 弁 に 距 が な い ，葉 は 夏 緑 で 鋸歯 が ほ と ん どな く，下面 の 微毛 は 開出す る．

　i） 外部形態 ：根茎 は ヒ ゴ イ カ リ ソ ウに 似る．

　ii） 内部形態 （Figs．3−D ；4−D ）： コ ル ク 細胞 は 接線方向の 径が 52〜58μm で ，　 U 字肥厚 し ない．また 師部の 外側

に 繊維束 が認め られ ない．髄 の 細胞 は小型 で 径 56〜60μm ，長 さ 160〜2eo　Ptm，
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Fig・4・D ・t・il。d　D ・awing ・ ・f・T ・an ・ecti ・… fRhi・・ m … f　Epim ・di・ m 　、pP．

A ：E8 皰 伽 … ・・9・and ・）7・・um ・・B ・E・・9 ・andivrorum 　va ・．　 ・・ eles ・・e，　 C ・ 鞠 祕 伽 毋 。。，．　hig。 en ，e ，
　 D ，

　E ．
diphアllum・

E ：E ・cremeum
，　F ； E．　sem ρervirens 　var ．　sempervirens ．

　6． E ．　setosum オオバ イカイカリソゥ

　花 は 白色，花弁 に 距が な い．葉 は 常緑 で ，下面 の 微毛 は 圧着す る．

i） 外部形態 譲 茎 は ヤ チ マ タ イ カ リ ソ ウ に 似 る が，厳 部の 径は 4．3〜6．Omm で や や 大 型 で あ る．

　
ii） 内部形態 （Fig・3−E）； ヒ ゴ イ カ リ ソ ウに 類似 し，師部の 外側 の 繊維束 は 4個 以下 の 繊維か らな る．　L副 尺 ％ が

47〜53％で あ る こ とに よ りヒ ゴ イ カ リ ソ ウ と区別 され る．

　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 （114）
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一

2cm
Fig．5．　

‘tIkarisou ・kon ”jn　Kobe （A），　Osaka （B）and 　Niigata （C）markets

　 7．　 E ．creme ＃m キ バ ナ イ カ リ ソ ウ

　花 は 黄色で ， 花弁に距があ る．葉は 夏緑性．

置） 外部形態 ： 地下部 は イ カ リソ ウ tlこ上ヒベ て 濺 殖 立 部猷 く，横走部脹 い．擬 部 の 径 は 6．0〜7．2   ，

　ii） 内部形態 （Figs．2−D ；3−F ；4−E ＞： コ ノレ ク層 の 外側 に 表皮 お よ び皮層 の
一

部が 部分的 に 残 存す る．　 U 字肥厚す る

コ ル ク 細胞が 認 め られ，皮層中 に 厚膜細胞 が存在 し，さらに 繊維束 が 認 め られ る．繊維束 は大 きい もの で は30個以上

の 繊維か らな る．磊 ♂R ％ は47〜53％．

　8． E ．　sempervirens 　var．　semperpirens トキ ワ イカ リ ソ ウ
16）

　花 は 紅紫色 で，花弁 に 距 が あ る．葉 は 常緑で 両面無毛．　　　
隔

　i） 外部形態 ： 根茎 は イ カ リ ソ ウ に 似 る．

　ii） 内部形態 （Figs．3−G ；4−F）： コ ル ク 層は 4〜12細胞層，
　 u 字肥厚す る コ ル ク細胞 は ない ．皮層中 に まれ に 数個

の 厚膜細胞が認め られ る．師部の 外側 の 繊維束 は 15個以上 の 繊維か ら な る．五副 R ％は 44〜52％．道管 は径 24〜28

Ptm．

　 9・　E・semperyirens 　var・hypegtaucum ウ ラ ジロ イカ リソウ

　本種 は 内部形態的特徴 に よ り，2 タ イ プ （A ，B）に 分け られ た ．

　A タイプ 〔福井， 石川 （能登半島を 除く）， 富山県 で の 採集品が属する 〕花は白色 で ，花弁 に 距 が あ る．葉 は 常緑

で，下面 に 圧着す る微毛 が多数あ る．

　」） 外部形態 ： 根茎 は 横走 し て 伸長 し，横走部 は 長 い もの で は 15cm 以 上 に 達 す る．横走部の 径 は 3．0〜4。2mm

で ，他種 に 比べ て きわめ て 細 く長い ．皮部の ほ とん どが 残存す る．

　ii） 内部形態 （Fig．3−H ）：U 字肥厚す る コ ル ク細胞 が 認め られ，師部 の 外側 に 14個以上 の 繊維か らな る繊維束が存

在 し
， ま た 皮層中 に 厚膜細胞 が 認め られ る 点で キ バ ナ ィ カ リ ソ ウ に 類似す る．しか し，木部 の 放射方向の 長 さが 300

〜550　Ptm て ，
　 L ＝ y ∫R ％ が 15〜30％で あ る こ と に よ り容易 に 判別 され る．

　 B タイ プ 〔新潟県 お よ び石 川 県能登 半 島で の 採集 品が属す る〕

　花 は 白色，葉 の 下面 の 微毛 は 圧着す る．微毛の 先端の 細胞が朽ち て 脱落す る こ とが あ る．な お ，新潟県青海町 高畑

お よび 糸魚川市西海 の 全採集品 で ，葉の 下面 に 開出す る微毛が混 じ る．

　i） 外部 形態 ：A タ イ プ lc比べ て 根茎 の 横走部が 太 く短 い．横走部 の 径 は 4．4〜6．5m 瓜 た だ し，青海町高畑 の 1

採集品 （M ．Iwai　368）の 根茎 は A タ イ プ と同様 の 形態を 呈す る．

　ii） 内部形態 ；根茎 に は 繊維束 は 認 め られ るが，　 U 字肥厚す る コ ル ク 細胞 お よび皮層中の 厚膜細胞 は ない ・LXyfR

％は 46〜52％．道管の 径 が 30〜32μm で ゃ や 大型 な点 を 除け ば，トキ ワ ィ カ リ ソ ウ に 酷似 し，区別 し に くい．

　10． E．　sempervirens 　var ．　multifeliolatum ソハ ヤキイカ 1丿ソ ウ

　花 は 淡黄色 で ， 花弁 に 距があ る．葉 は 夏緑 で ，下面 IC，伏す か ま た は 開出するや や 長 い 毛 が 認め られ る．

　i） 外部形態 ； 根茎 は イ カ リ ソ ウ に 似 る．

　置i） 内部形態 （Fig・3−D ： バ ィ カ イ カ リ ソ ウに類似す るが， コ ル ク 細胞 お よ び 髄 の 細胞が大型 で あ る こ とに よ り区
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別 され る． コ ル ク細胞 は接線方向の 径が 60〜65 μm ，髄 の 細胞 の 径 と長 さは そ れ ぞれ，60〜65μn1，230〜250μm ，

　IV． 市場 品 「イ カ リソ ウ根」 の 形態および原植物

　1．　神戸 お よ び 大阪市場品 （と もに 長 野県産）： 神戸 市場品 は根茎 とわずか な根か らな り，長 さ 5・− IOmm に 刻 ま

れ て い る．根茎 の 横走部 の 径 は 3．5〜5、5mm ．大阪市場 品 は丸 ご との 乾 燥 品 で ，経年 した 根茎 が 多 く含 ま れ ， 横走

部 が出 るあた りに 多数 の 細根を 付け る．根茎 は やや大型 で 横走部の 径 は 5．0〜7．2mm ，両市場品 は ともに 皮部が残

存 し て 外面が 茶褐色を呈す る，

　両 市場品は 内部形態的 に E ．　grartdiflorum 　var ．　thunbergianum イ カ リ ソ ウ に 合致す る．

　2・　新潟市場 品 ： 丸 ご との 乾燥品で ，大阪市場 品 に比 べ て横走部が やや長 い．径は 5，5〜6．5mm ．外面 は黒褐色

　本市場 品は 内部形態的 に E ．　sempervirens 　var ．　hypogiaucumウ ラ ジ ロ ィ カ リソ ウの B タ イ プ に 合致す る．

結論お よび考察

　 1）　日本産 助 勘 θゴ加 η 属植物 5種 5 変穂 こっ い て ，根茎 の 内部形態的特徴を比較 した （TABLE　I）．こ れ らに 基づ い

て 市場品 「イ カ リ ソ ウ根」 の 原植物 を 検討 した と こ ろ ，神戸 お よ び 大 阪 市場品 et　E ．　grandlfiorum　var ．　thunbergianum

イ カ リ ソ ウ・ 新潟市場品 は E ・　sempervirens 　var ・hypoglaucum ウ ラ ジ 卩 イ カ リ ソ ウの B タ イ ブで あ っ た．

　2）　分類学的 に ウ ラ ジ 卩 イ カ リ ソ ウ と 同定 され た もの は ，内部形 態的 に 2 タ イ プ に 分 け られ た ．区 別 の 基 準 に し た

コ ル ク層 中 に U 字 肥 厚 す る コ ル ク細胞 が存在するか 否か は，他 の 同 属植物 を 区 別 す るた め の 特徴で もある．こ こ で 分
けた B タ イ プ は，E ．　semperviTens トキ ワ イ カ リ ソ ウに 酷似 し，道管がや や 大型で あ る 点 を 除け ば判別 で き な い も の

で あ っ た．一
方，ウ ラ ジ ロ イ カ リ ソ ウ の 基準産地 は 金沢市別所 町 黒 壁 で あ り，同地 で 採集 し た 同種は 内部形態的 に A

タ イ プ で あ っ た．し た が っ て ，A タ イ プ が ウ ラ ジ 卩 イ カ リ ソ ウ の 典型的 な もの で あ る と考 え られ る．ウ ラ ジ 卩 イ カ リ

ソ ウ と トキ ワ イ カ リ ソ ウ は外形上 ， 葉の 下面 の 微毛 の 有無 で 分 け られ る と さ れ る が
13 ）

， 分類学上 種 々 な見解が あ

る
17・ls）．新潟市場品は ウ ラ ジ ロ イ カ リソ ウ の B タ イ プ に合 致 した が，植物学上 の 再整理 が行 わ れれ ば，ト キ ワ イ カ リ

ソ ウ で あ る可能性を含 ん で い る．

　3）　根茎 の 内部形態的特徴 の うち ， 機械組織 の 発達 は 各種の 分布地域 と鬨 連 が あ っ た．す な わ ち，目本海側 に 分布

す る種 で あ る E ．　 cremeum キ バ ナ ィ カ リ ソ ウ， トキ ワ ィ カ リ ソ ウ お よ び ウ ラ ジ ロ ィ カ リ ソ ウ で は師部 の 外側 に 繊維束
があ り，1繊維束 を 構成す る繊維 の 数 は 14個以上 で あ っ た．さらに キ バ ナ ィ カ リ ソ ウ の すぺ て の 標本と ト キ ワ イ カ リ ソ

ウお よび ウ ラ ジ ロ イ カ リ ソ ウ の ある もの で は 皮層中に 厚膜細胞 が 認め られ た．一
方，太平洋側 に 分布す る イ カ リ ソ ウ

お よび E・diphyllumバ イ カ イ カ リ ソ ウ で は 機械組織 が ま っ た く認め られず，また 繊維束が認 め られ た E ．　grandiLt70rum
var ．　eoelestre ク モ イ イ カ リソ ウ ，　E ．　grandi協orum 　var ．　higoenseヒ ゴ イ カ リ ソ ウ お よ び E ．　setosum オ オ バ イ カ イ カ

リソ ウに お い て も 1繊維東を構成 す る繊維 の 数 は 4個 以下 で あ っ た ．以 上 の こ とか ら， 機械組織の 発達は環境要因 に

影響 され る こ とが推 測 され た．

　4） E ．　grandifiorum を母種とす る 1 グ ル ープ （ヤ チ マ タ ィ カ リ ソ ウ，イ カ リ ソ ウ，ク モ イ ィ カ リ ソ ウ，ヒ ゴ イ カ

リ ソ ウ が 入 る ），E ．　sem ρervirens を 母 種 とす る 1 グ ル ープ （トキ ワ ィ ヵ リ ソ ゥ， ウ ラ ジ 卩 イ ヵ リ ソ ゥ，　 E．　sempervi ・

rens 　var ．
　
mutttfoliolatum ソハヤ キ イ カ リ ソ ウ が 入 る ） に つ い て は と も に ，グ ル ープ を 特徴 づ け る 内部形態 が 認 め ら

れ な か っ た．

5） 本研究で 検 言扎 た Epim ・di・m 属植物 の うち，ヤ チ マ タ イ y・・v ソ ウ，ク モ イ イ カ リソ ウ，・ ゴ イ カ リ ソ ウ ， オ

オ バ ィ カ ィ カ リ ソ ウ お よ び ソ ハ ヤ キ イ カ リ ソ ウ の 5 種は 各種 文献
14，17・19・20）お よび 自生地 で の 調査か ら，ご く限 られ た

地域 に 生育す る固有種 で，生育量 も少ない こ とが 判 明 した．し た が っ て，これ らに 由来す る 「イ カ リ ソ ウ根」 が 市場

に 流 通 す る可 能性 は きわ め て 少ない もの と考え られ る．

　6） 松隈
11）

に よ り，日本産 の 「淫羊霍」 は長野県産の もの が イ カ リ ソ ウ の 地 上 部，新潟県産 の もの が ウ ラ ジ P イ カ

リ ソ ウの 地上 部 に 由来す る こ とが報告され て い る ．今凹 の 結果 に お い て も，長 野県産 の 「イ カ リ ソ ウ 根」 の 原植物は

イ カ リ ソ ウ で あ っ た ．ま た新潟市場品 は産地 が 不 明で あ っ た が，ウ ラジ Pt イ カ リ ソ ウの うち新潟県お よ び能登半島 に

分布す る もの と
一

致 し ， 産地 と して 新潟県が推定 され，し た が っ て こ の 結果 も新潟県産 「淫羊霍」 と同じで あ っ た．
以 上 の こ とか ら ， 同 じ産地 で 採集 され た Epimedium 属植物の 地 上 部 と地下部 が，それ ぞれ生 薬名 を 変え て，流 通 し

て い る もの と考えられ る．

　7）　日本の 民間 で は 「イ カ リ ソ ウ根 」 を 漢薬 「淫羊霍」 と同様 の 効果を期待 して 用 い て い る．橋本
21）

は 日本産 「淫

羊 鑒」 の 各部 エ キ ス の 精液分泌促進作用を検討 し，地下部 エ キ ス の 作用 は 葉部エキ ス と同程度で ，茎や果実 よ り強 い

と報告 し て い る が，こ の こ とは 「イ カ リ ソ ウ 根」 の 強壮，強精薬 と し て の 使用 法を裏付け て い る もの と思え る．一方，
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中国に お い て は 現在，葉 お よ び 茎 か ら な る r淫羊蓮」 を専ら用 い て い るが，r本草綱目』
22 ）

にお い て用部が 「根葉」 と

記され て い る こ とか ら，根 も用 い られ て い た こ と が伺 わ れ る．た だ し，根 の 使 用 が 明 ら か な 用 法 と し て は，『普済

方』
23）

の 引用文 の 「小児 の 夜盲症 に用 い る 」 だ け で あ る．な お ，現在 中 国ば か りで な く 日 本 に お い て も，地下部の 使

用 は 減少 して お り，全国的 に みて 地上部，特に葉の 使用が多い ．

　謝 辞 ： 本研究を 行 うに あ た り，比 較 植 物 を ご 同定 くだ さ れ た 金 沢 大 学理 学部 清水建美教 授 ， 比較植物の 蒐集 に

ご協力くだされ た徳島大学薬学部 村 上 光太郎助手，頌栄短期大 学 黒崎史平助教 授，京都大学 理 学 部 村 田　源講師

お よびff　／“ 御助言 を賜 りま し た 金沢大 学 薬学 部 御 影 雅 幸 助 教 授 に 深 謝す る．

　List　of　abbreviations ： co ，　collenchyma 　cell ；cx ，　cortex ；en，　endodermis 　or　endodermal 　cell ；ep
，
　epidemlal 　ceU ；f，

fiber；fb，　fiber　bundle；k，　cork ；kc，　cork 　camblum ；k正，　cork 　layer；m ，　pith；mc
，
　 medullary 　cell ；mr

，
　medullary 　ray ；

p， parenchynla　cell ；ph，　phloem ；rls，　resin 　like　substance ；s
，
　 sievc 　tube ；sc

，
　sclerenchyma 　cel！；sta，　starch　gTain；▼c，

scalariform 　vesseE ；wf ，　wood 　fiber；xy ，　xylem
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